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　自動車研究開発科3年生は、6月19日（火）から28日（木）までの日
程で、アメリカ中西部ネブラスカ州リンカーン市で開催された「学生
フォーミュラ アメリカ大会」参加を中心とした海外研修を実施しました。
　学生フォーミュラ アメリカ大会では、例年と違い、低い気温と悪天
候の中、学生達は慣れない英語を駆使しながら、まず静的車検を無
事クリア。
　車検と並行して行われた静的審査では、アメリカの審査員の方々
と多くのディスカッションを行い、ポイントを重ねていきましたが、動的
車検に移ってからは一転してエンジントラブルが発生し、1項目を残し
たところで時間切れとなり車検に合格する事が出来ませんでした。出
走する事は叶いませんでしたが、「英語を使ってエンジニアとして話が
したい」と思える事ができ、これからの課題を見つける事ができた大会
となりました。
　研修後半はロサンゼルスに場所を移し、四輪バギーを使った砂漠
での走行体験や本場大リーグの観戦、観光ではチャイニーズシア
ターを中心にハリウッド巡り、オンタリオミルズでのショッピング、サンタ
モニカの海岸沿いの散策などでアメリカ文化を肌で感じ楽しむ事が
できました。
　その中でもホンダのアメリカンレースの本拠地であるHPD（ホンダ・
パフォーマンス・ディベロップメント）社の見学では、いつもは見る事の
出来ないレースエンジンの製作現場でプロフェッショナルの技を、驚
きと羨望のまなざしで見学していました。
　この海外研修を通じてエンジニアとしてのスキルはもちろんの事、
語学力や海外での生活についても多くを学び充実した研修となりま
した。

　本校を卒業し、Honda 関連企業で勤務されている4名を
お招きし、卒業生講話を実施しました。
　仕事の中で感じるやりがいや、今となっては笑える失敗談
などで会場は大いに盛り上がりました。在校生の関心度
No.1は、やはり目前にある就職活動のようで、質疑応答の
時間では就職に関する質問が多く飛んでいました。講話を聞
いた在校生の中から、数年後には卒業生として立派に成長
し壇上から話をする姿が見られると思うと期待が高まります。

エコ マイレッジ チャレンジ 鈴鹿大会エコ マイレッジ チャレンジ 鈴鹿大会

同好会レポート

エコラン同好会

　Honda エコ マイレッジ チャレンジ 鈴鹿大会に、エ
コラン同好会が連覇を目指して参戦しました。
　今年も2台エントリーして、快調に周回を重ねまし
た。惜しくも1台がリタイアとなりましたが、もう1台が見
事に2位表彰台を獲得。次こそ1-2フィニッシュを目指
します。
　また、ホンダ学園の魅力をより多くの皆様に知って
いただく為、ブースを出展しました。ご来場いただいた
皆様、本当にありがとうございました。
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　6月20日（水）から3日間、本田技術研究所デザイン室から講師
の方 を々お招きし「デザイン&クレイ講習」を行いました。
　デザインとモデリングの考え方を学び、実際に研究所でも使用し
ているクレイを使って自分自身のデザインを形にしていきます。
　講師の有定様は「ホンダ学園では、本当に車が好きな子と関わ
ることができるので新鮮です。僕達世代の車やバイクの話が出来
ることに驚きですね。」と話してくださいました。
　また、その翌週に行われた「FRP講習」には、開発科設立時から
お世話になっている古川様にご来校頂きました。お話をお伺いする
と「毎年学生さんのカラーが違って楽しいですね。僕達がなにげな
くやっていることに疑問を持ってくれるので、説明するために色々調
べるので勉強になります。」と笑顔で答えてくださいました。
　まさに今活躍されている講師の方々のお話は、学生たちにも新しい
刺激になったようです。いよいよ始まったF-SAE車両製作、頑張り
ましょう。

●自動車研究開発科2年生

STUDYデザイン講習＆FRP講習デザイン講習＆FRP講習

●自動車整備科1年生　●一級自動車整備研究科1年生　●自動車研究開発科1年生

STUDY卒業生講話卒業生講話

自動車研究開発科　アメリカ海外研修 

学生フォーミュラ アメリカ大会
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新任の挨拶

　6月よりホンダ学園の教員となりました。私は、
外車の整備士として3ヶ月前まで現場の最前線
にいました。自動車業界の技術は日進月歩、勉強
を怠らずお客様の大切な車を直してまいりました。
　お世話になった自動車業界にお役に立てる仕
事を、そして若い世代へ今までの経験を少しでも
多く伝えたいと思い、この度ホンダ学園でその第
一歩を踏ませて頂くことになりました。
　よろしくお願い致します。

藤田 博朗

当校はHonda Cars店、Honda DREAM店をはじめと
する自動車関連企業へ多くの人材を輩出しております。今
後も当校はHondaグループの一員としてHondaで働く
人材育成の担い手として、学生を募集してまいります。皆
様のお知り合いの方々で自動車関連業界への就職にご興
味をお持ちの方がいらっしゃいましたら、ぜひ当校をご紹
介くださいますようよろしくお願い申し上げます。

学生 募 集 中学 生 募 集 中教務部

「レース出場＆メカニックサポート」参加「レース出場＆メカニックサポート」参加

同好会レポート

オフロード同好会

　4月15日（日）にプラザ坂下にて開催されたハッピー
ファンエンデューロレースに出場しました。
　転倒に巻き込まれた高屋君は、スロットルが戻らないと
いうトラブルにも見舞われましたが無事に完走。雨が降り
続くコンディションの中、藤田君はクラス優勝でした。
　5月27日（日）には、全日本モトクロス選手権第4戦中国
大会へTEAM HAMMERのメカニックサポートとして参加。
　IA2のスターティンググリッドにての選手のサポート
や、タイヤ交換洗車、クラッチメンテナンス等与えられた
仕事をこなし、レディースクラスの優勝に立ち会えるな
ど、貴重な経験となりました。

　各学科の1年生を対象に、今年も環境講話を行い
ました。これからのクルマ業界にとって極めて重要なテー
マだけに、学生のみならず教職員も興味深々でした。
　講話終了後には、低炭素な水素を作り出す『スマー
ト水素ステーション』の実物大モックアップによる説明
や、水素で走りCO2を排出しない燃料電池車『クラリ
ティFUEL CELL』の実車同乗走行など、Honda の
環境への取り組みが体感できる内容盛りだくさんの校
内イベントとなりました。

●自動車整備科1年生　●一級自動車整備研究科1年生　●自動車研究開発科1年生

STUDYホンダ環境講話ホンダ環境講話

みんなで集合写真

バギー体験

HPD社での集合写真

コース走行の様子を
動画で公開中

クレイ講習の様子

FRP講習の様子

質疑応答の様子

写真右側はスマート水素ステーションの実物大モックアップ クラリティFUELCELL実車同乗走行

講話内容を興味深く聞く学生

ホンダ学園ブース 快調にコースを走るマシン

2位の表彰の様子

コンディションの悪い中でも大健闘 メカニックサポートとして参加

プレゼンテーションの様子

現地スタッフと記念撮影

大きなステーキに舌鼓英語でのやりとりマシンをチェック

TEAM HAMMERの皆さんと記念撮影

クラス優勝の藤田君（写真右側）
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